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SELENE搭載ガンマ線分光計による月表面物質の化学組成マッピング

Global Mapping of chemical abundance of lunar surface material by SELENE gamma-
rayspectrometer
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惑星表面の元素組成は、その惑星の起源および進化の過程を解明する上で重要な情報であり、また太陽系の
起源、進化の総合的理解を深めるためには不可欠である。それらの元素を観測する手段として惑星ガンマ線分光が
ある。
SELENEに搭載されるガンマ線分光計 GRSは、主検出器に Ge検出器を採用し、エネルギー分解能の点で非常に
優れているため、アポロミッションや、ルナープロスペクターよりも多くの元素 (Th、Fe、O、Si、Mg、Al、Ca、K、
U、Ti 等)の存在量を高精度で、測定することが可能である。SELENEは月極軌道を周回するため、それら主要な元
素の存在量についてのグローバルマッピングを行うことができ、ルナープロスペクターで観測されている元素につ
いてもより高い精度で存在量の分布を定量化することができる。
本発表では、SELENE/GRSでの達成が期待される月の科学について議論する。


